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究所の動き

る観点から，中期目標期間

の概要
の概要

催

の最終年度に暫定

本年 月から

評価委員会調査

か 研究所の

と 中期目標期

これらの評価結

ジにも掲載して

【平成 年度に

月にかけ，厚生労働省独

研究部会において，産業安

平成 年度における業務実

間の業務実績の暫定評価

果全文は産業安全研究所の

あるが，以下にその概要を

おける業務実績の評価】

立行政法人

全研究所ほ

績の評価

が行われた．

ホームペー

紹介する．

的に実施

中期目

ね適正に

業務運

シップの

管理シス

個人業績

創設，若

するものである．

標期間全般については，産

業務を実施してきたと評価

営の効率化に関しては，理

下，組織体制の柔軟化，研

テムの構築等内部進行管理

評価システムの導入，フェ

手任期付研究員の採用等，

業安全研究所は概

できる．

事長のリーダー

究関連業務の一括

の充実をはじめ，

ロー研究員制度の

業務全般にわたっ

平成 年度は

ための各種規程

等を公正に評価

図るなど，研究

ている．調査研

ズに対応した研

ほか，国内外の

研究者評価指針 等，研

を整備し，研究者の業績，

することを通じて研究活動

活動の質の向上を図る取組

究については，行政ニーズ，

究を的確に実施し高く評価

安全基準の策定に大きく貢

究者評価の

能力，適性

の活性化を

が進められ

社会的ニー

されている

献しており，

て新しい

る．また

業務の

ニーズ及

確に実施

果は高く

部研究評

向上，透

取組がなされており着実に

，経費の節減についても成

中心である調査研究につい

び行政ニーズを踏まえた研

し，関係学会の論文賞を受

評価される．また，内部研

価会議において評価を行い

明性の確保を図る取組にも

成果を上げてい

果を上げている．

ては，労働現場の

究を効率的かつ的

賞するなどその成

究評価会議及び外

，研究活動の質の

成果が上がってい
今後の成果に留

ぼ適切に行われ

また，厚生労

迅速かつ的確に

通達の発出など

がみられる．

これらを踏ま

ては，全体とし

意が必要であるものの，全

ている．

働大臣からの要請等に応じ

産業災害の調査も実施して

に当たって有効に活用され

えると，平成 年度の業務

ては当研究所の目的である

般としてほ

て引き続き，

おり，行政

ている状況

実績につい

労働者の

る．特に

目標に掲

るなど，

加えて

つ的確に

く成果を

がなされ

このよ

，学会発表等の件数に関し

げられた数値目標を大幅に

研究成果の普及が図られて

，厚生労働大臣からの要請

産業災害の調査を実施し，

上げているなど，行政ニー

ている．

うな中，我が国の情勢をみ

ては，実績が中期

上回る見込みであ

いる．

等に応じ，迅速か

行政施策に結びつ

ズに即応した取組

ると，重大災害が
安全の確保 に

する必要がある

労働現場の

したニーズを組

まれる．

研究成果情

クセス件数の減

的確な情報の発

資するものであるが，以下

．

ニーズの把握に関して，研

織として活用できるような

報の発信に関して，ホーム

少が見られることから，原

信に向けて一層の工夫が期

の点に留意

究員が把握

仕組みが望

ページのア

因の把握と

待される．

増加傾向

ることが

一方，

閣議決定

との統合

れたとこ

価・独立

にあり，今後災害調査機能

必要である．

今後の行政改革の方針 （

）により，独立行政法人産

，役職員の身分の非国家公

ろであり，今後は統合に向

行政法人評価委員会からの

の一層の強化を図

平成 年 月 日

業医学総合研究所

務員化等が決定さ

け，総務省政策評

指摘を踏まえて作

運営費交付

がっているが，

求められる．

【暫定評価（平

本評価は，中

体の業務実績に

金以外の収入の確保に関し

受託研究の増加に向けて一

成 年度から平成 年度ま

期目標期間（平成 年度

ついて，評価結果を次期中

て成果が上

層の努力が

で）】

年度）全

期目標等へ

成された

法人産業

に関する

見直し案

所要の準

独立行政法人産業安全研

医学総合研究所の主要な事

勧告の方向性 における指

（平成 年 月 日厚生労

備を進めることが必要であ

（研究企画調

究所及び独立行政

務及び事業の改廃

摘事項を踏まえた

働省）に基づき

る．

整部長 前田豊）
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．産業安全研究所安全資料 の概要 産業安全研究所技術指針 の概要

近年，ブーム

コンクリート打

り，その中には

全資料は，マン

トポンプ車のブ

調査した結果を

について検討し

行した．

付きコンクリートポンプ車

設作業中に折損する事故が

労働災害へと至った事例も

ション建設現場で発生した

ーム折損による労働災害事

示すとともに，同種災害の

たものであり，平成 年

のブームが

多発してお

ある．本安

コンクリー

例について

再発防止策

月 日に発

可燃性

ス・蒸気

んによる

害の爆発

策の一つ

て，爆発

発生する

安全に外

のガ

や粉じ

爆発災

防護対

とし

の際に

圧力を

気中に

本資料で対象

屈折式ブーム搭

体側から 本目

した．このとき

分に直撃され，

折損部はブー

ていたため，ブ

とした事故機は約 年間使

載のコンクリートポンプ車

の第 ブームが根元に近い

，作業者 名が落下したブ

死亡した．

ム全周のほぼ 分の に渡

ーム破断部の外観検査，破面

用した 段

であり，車

部分で折損

ーム先端部

って破断し

のマクロ・

放出させ

の破壊を

発圧力放

がある．

力放散設

いて，わ

の普及を

め，産業

て装置

防ぐ爆

散設備

爆発圧

備につ

が国で

図るた

安全研
ミクロ観察，並

マクロ破面，ミ

有のビーチマー

れ確認されたこ

労破壊によるも

き裂の起点はブ

リート打設時

果，事故当日に

びに材料試験を実施した．

クロ破面（写真参照）に疲

ク，ストライエーション模

となどから，このブーム折

のであることが明らかにな

ーム上面の溶接止端部であ

の繰返し荷重で疲労き裂が

急速破壊に移行して破断し

その結果，

労破壊に特

様がそれぞ

損事故は疲

った．疲労

り，コンク

進展した結

たものと推

究所では

針

（

て発行し

されてき

この技

イツ技術

放散設備（爆発

ん機への設備の

技術指

）とし

，国内では唯一の指針とし

た．

術指針は，主として全米防

）の

者協会 （ ）を

放散口）の集じ

例（矢印位置）

て関係方面に活用

火協会（

（ ）やド

参考として作成
定された．

既存のブーム

のような疲労破

や始業前点検で

割れが無いこと

安全教育を徹底

には作業者等が

にすることも重

付きコンクリートポンプ車

壊事故を防止するためには

ブーム上面の溶接部等の応

を確認することが必要であ

することにより，コンクリ

ブーム直下に立ち入ること

要である．

に対してこ

，定期点検

力集中部に

る．また，

ート打設中

がないよう

されたも

年と

が発行さ

意見を取

なってい

を（社）日

め，それ

月 日に

のである．その後， に

新たな版が発行され， の

れ，国内外の最近の動向，

り入れた技術指針の改訂版

た．今回，技術指針の改訂

本粉体工業技術協会に委託

をもとに当研究所の技術指

発行した．

おいては 年，

ほうも 年版

多方面の産業界の

の作成が急務と

原案の作成と審議

し，成案を得たた

針として平成 年

（機械システム安全研究グループ 佐々木哲也） 本技術

爆発圧力

保守・点

事項は，

積につい

定は計算

算結果を

指針は，爆発防護の基本的な

放散設備の設計方法，設置・

検の手順などについて示し

相当径の定義を見直した

て適用範囲を拡大したこと

式に従い，ノモグラフ（計

確認するために用いるよう

考え方に始まり，

使用上の留意点，

ている．主な改訂

こと， 装置内容

， 放散面積の算

算図表）はその計

にしたこと， 装

ブーム破断面で観察されたストライエー

（電子顕微鏡写真）

ション模様

置長さと

したこと

散面積の

クトの影

したこと

込まれ，

となった

内径の比に応じ，放散面積

， 局所的な粉じん爆発の

低減という考え方を加えた

響を見直したこと， 単位

，などである．新しい知見

より緻（ち）密な爆発放散

．

（化学安全研究グル

の計算法を細分化

場合について，放

こと， 放散用ダ

を 単位系に変更

が技術指針に盛り

設備の設計が可能

ープ 八島正明）
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平成 年度安全技術講演会の開催 海外出張報告

当研究所では

産業界や社会

講演会 を毎年

日にメルパルク

大阪，東京では

が開催された．

本年度の講

析と防止対策

，研究成果の広報活動の一

へ広く情報を提供するため

開催しており，本年は仙台

仙台，大阪では 月 日に

月 日に当研究所大講義

演テーマは， 災害調査にお

とし，当所研究員により

環として，

， 安全技術

では 月

メルパルク

室で講演会

ける原因分

荷役・建設

平成

時の静電

効率的に

学安全工

）

火，爆発

た．特に

意事項，予

年度に開始したプロジェク

気による爆発・火災の防止

進めるため，豪州ニューサ

学科ジーン・クロス教

の研究室に ヶ月間滞在し，

の危険性について討論，モ

，危険性の高い着火試験を

想される現象等について意

ト研究 液体噴霧

に関する研究 を

ウスウェールズ大

授（

静電気による着

デル実験等を行っ

実施する場合の留

見交換を行った．
機械に関する最

災害原因分析と

る爆発災害の典

講演に先立ち，

の労働局長（宮

ただいた．各会

トの方々を中心

特に，建設，化

近の破損災害事例 ， 土砂

防止対策について ， 作業

型例と調査 の講演が行わ

鈴木理事長による開会挨拶

城，大阪，東京）による来

場ともに，安全管理者やコ

に 会場合計で 人の参

学業界からの参加者が多か

崩壊災害の

現場におけ

れた．なお，

と各会場地

賓挨拶をい

ンサルタン

加者があり，

った．各講

教授は静

て研究に

助言等の

得られる

なった．

経験を生

て，プロ

電粉体塗装の権威であり，

対する

協力が

ことに

今回の

かし

ジェク

帰国後も引き続い

演では具体的な

容を理解するこ

今回の安全技

良かった ，

の 段階での評

良かった 以

高い評価を得る

事例やビデオによる説明が

とに役立って好評であった

術講演会について，非常に

普通 ， 悪かった ， 非常

価をお願いしたアンケート

上の評価が全体の 割強を

ことができた．また，アン

行われ，内

．

よかった ，

に悪かった

調査では，

占めており，

ケートでは，

ト研究の

果を結実

いと考え

る．

研究

誌上発
） 吉久

良い成

させた

てい

（物理工学安全研究グル

ジーン・クロス教

所の動き

表
悦二 ワイヤロープの表

ープ 崔 光石）

授の研究室にて

記法，クレーン
安全技術講演会

記入いただき，

・災害の再発防

を望むととも

えて欲しい．

・より現場で安

発に関する解

・研究成果の解

及び当研究所への要望や意

止のため，今後も今回のテ

に，災害事例の積極的な公

全対策に生かせる事例や安

説が必要．

説は専門知識がなくとも分

見も併せて

ーマの講演

表手段を考

全な設備開

かり易いよ

） 中村
教ニュ
） 深谷
インダ

） 山隈
険 性，

隆宏 危険再認識教育の課
ース
潔 掘削機シミュレータの
ストリアル

瑞樹ほか 煙火薬製造工程
安 全 工 学

題と展望 ，全登

開発，映像情報

における静電気危

うにまとめて

等の要望や意

画立案に反映

なるよう努力

欲しい．

見を頂き，今後の安全技術

させて一層充実した安全技

したい．

（研究企画調整部

講演会の企

術講演会と

池田博康）

） 山隈
手法（
） 梅崎
定性を
案，電

） 池田
衛生の

瑞樹ほか 公開実験による
その ），同上
重夫，清水尚憲 リスク評
考慮した機械システムの災
子情報通信学会技術研究

博康 検知保護設備による
ひろば

静電気の安全教育

価に含まれる不確
害防止手法の提
報告

リスク低減，安全

仙台会場における講演会の様子

）

）
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独立行政法人産業安全研究所

） （ ）

）崔光石 最
資材
）山隈瑞樹
友
）永田久雄
ムインテグ

近の感電災害の傾向と事故

静電気放電と爆発・火災，

統合した安全作業を支援
レータ の設置を！，電気

事例，電設

電気工事の

する システ
現場技術

）

口頭発
） 江川
おける
日，第

表
義之，高木元也，中村隆宏
新規入場者教育の実状に関
回日本人間工学会大会．

建築作業現場に
する研究， 月

）市川紀充
生じる静電誘

）清水尚憲
を目的とし

国際研究集会
）

帯電物体の移動により金属
導電圧，電気学会論文誌

木材加工用機械における災
た危険状態の分析方法，

発表

筐体内部に

害防止対策
ニュース

） 伊藤
振動の
表会．
） 伊藤
建設
析，同
） 伊藤
時にお

和也ほか 遠心模型実験で
伝播特性， 月 日，第

和也，豊澤康男
工事中の斜面崩壊による労
上．
和也，豊澤康男ほか 法面
ける斜面崩壊に関する遠心

観測された地下鉄
回地盤工学研究発

堀井宣幸
働災害の調査・分

保護工の維持補修
模型実験，同上．

）

）

）

上．
） 豊澤
日，

） 豊澤
） 豊澤
掘削に

康男ほか 補強土擁壁の動
同上．
康男ほか 補強土擁壁の遠
康男，伊藤和也
よる斜面崩壊に関する遠心

同

的遠心実験 月

心傾斜実験，同上．
ほか 法尻

模型実験，同上．
（

）

） ） 玉手
に関す
）豊澤
場可動
討，
）玉手
される
）玉手

聡ほか 液状化に伴う河川
る個別要素法解析，同上．
康男，伊藤和也
土留め装置を用いた砂地盤
月 日，同上．
聡ほか 移動式クレーンの
支持力安全率の検討，同上
聡，伊藤和也ほか 粘土地

堤防の地盤変形

ほか 遠心
の壁面土圧の検

設置時に必要と
．
盤に自立するタ

）

）

）

ワーク
）伊藤
）玉手
遠心模
）深谷
時の
月 日

レーンの地震時応答特性（
和也，玉手 聡ほか 同上
聡ほか 地盤構造物の液状
型実験と流動対策の評価，
潔 広大な危険領域におけ
技術を用いた事故防止シス
，第 回安全工学シンポジ

その ），同上．
（その ），同上．
化対策に関する
同上．
る機械の再起動
テムの検討，
ウム．


